
地域図書館の整備について 大田図書館

整備コンセプト 嶺町地区のこどもの学びといきいきとした暮らしを支える生涯学習拠点

整備方針

地域の学びと交流を支える図書館～地域の文化と交流の拠点～

 本を介した学校と地域の交流の形成
→図書館内に調べ学習や読書活動の成果を展示
→図書館施設を活用した学校と地域住民の交流（地域の歴史・文化の学習等）
→周辺の学校や地域と連携したイベント等の開催

こどもの学びと読書活動を支える図書館～学習環境の高機能化・多機能化～

 区内図書館で初の「調べ学習室」を設置
 読書に親しみやすい環境を整備→「 YA専用コーナー」の充実

※YA：Young Adultの略。主に13歳から18歳の中高生世代を指す

誰もが利用しやすい図書館～親しまれる地域図書館～

嶺町地区において大田図書館が担っている地域図書館機能を継承する図書館
対面朗読室、だれでもトイレの設置、バリアフリー化等ユニバーサルデザインの配慮
地域の「居場所」「憩いの場」となり得る居心地の良い空間

調べ学習室は 授業・放課後の学習等で活用可
中学校の休日・土日祝日等は図書館の閲覧室等として活用
調べ学習時に図書館のレファレンス（参考調査）を活用

東調布中学校に複合化する地域図書館の蔵書数

83,000冊（予定）

区内最大のYA専用コーナー8,000冊（予定）

地域図書館の豊富な資料と調べ学習室の活用


